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そ
ば
に

２
０
１
１
年
３
月
11
日
―
。
あ
の

日
か
ら
５
年
が
過
ぎ
た
。
東
日

本
大
震
災
は
、東
日
本
の
ま
ち
か
ら
、

尊
い
命
や
幸
せ
、思
い
出
、夢
な
ど
を

根
こ
そ
ぎ
奪
っ
て
い
っ
た
。

　

戦
後
最
大
の
災
害
と
な
っ
た
東
日

本
大
震
災
。死
者
・
行
方
不
明
者
は
、約

２
万
人
と
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
大
き

く
上
回
る
。県
内
の
死
者
・
行
方
不
明

者
は
約
１
万
５
０
０
人（
16
年
３
月
８

日
現
在
）
に
も
上
る
。

　

未
曾
有
の
大
災
害
は
本
市
に
も
甚
大

な
被
害
を
与
え
た
。人
的
被
害
は
、死
者

28
人
、行
方
不
明
者
４
人
、負
傷
者
52

人
、住
家
被
害
は
、全
壊
２
０
１
棟
、半

壊
１
８
０
１
棟
、一
部
破
損
３
３
６
４

棟
と
過
去
最
大
。東
和
総
合
運
動
公
園

は
、野
球
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
崩
落
、市

内
の
道
路
は
、あ
ち
こ
ち
で
マ
ン
ホ
ー

ル
が
飛
び
出
し
、通
行
止
め
に
な
る
路

線
が
相
次
い
だ
。公
共
施
設
の
被
害
総

額
は
１
０
０
億
円
を
超
え
た
。

震
災
直
後
か
ら
、水
道
・
電
気
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
。例
年

よ
り
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
こ
の
時
期
の

停
電
は
、市
民
に
不
安
を
与
え
た
。順
次

復
旧
し
た
が
、最
大
で
６
日
間
停
電
し

て
い
た
地
区
も
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、市
内
で
も
避
難
者
が
続
出
。

６
つ
の
公
的
避
難
所
に
、最
大
で
６
千

人
以
上
が
避
難
し
た
。

全
て
が
想
定
外
と
い
わ
れ
た
東
日

本
大
震
災
。こ
れ
ま
で
の
想
定

は
、大
規
模
地
震
後
、沿
岸
部
に
津
波
の

被
害
が
発
生
。被
害
の
な
い
内
陸
部
が

被
災
地
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
。し

か
し
、そ
れ
は
全
て
覆
さ
れ
た
。あ
ま

り
の
被
害
の
規
模
に
、被
災
地
が
さ
ら

に
被
害
の
大
き
い
被
災
地
の
支
援
に

回
っ
た
。

　

沿
岸
部
よ
り
被
害
が
少
な
い
本
市

は
、古
く
か
ら
交
流
が
盛
ん
な
南
三
陸

町
へ
の
後
方
支
援
を
展
開
。ま
た
、後

方
支
援
の
活
動
拠
点
と
し
て
、国
際
緊

急
援
助
隊
の
野
営
場
所
の
提
供
、緊
急

消
防
援
助
隊
の
各
種
活
動
な
ど
を
支
援

し
た
。

　

南
三
陸
町
へ
の
支
援
は
震
災
直
後

か
ら
実
施
し
、食
料
品
や
生
活
用
品
な

ど
を
提
供
。本
市
を
中
継
拠
点
に
、全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
物
資
を
輸

送
し
た
。ま
た
、市
と
各
種
団
体
が
協

力
し「
南
三
陸
物
資
輸
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
事
業
を
実
施
。行
政
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
や
各
種
団
体
も
一
体
と
な
り

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」の
精
神

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
展
開
、

そ
れ
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

市
は
、
南
三
陸
町
へ
仮
設
住
宅
の

敷
地
提
供
と
二
次
避
難
所
設
置

を
申
し
出
、被
災
し
た
南
三
陸
町
民
を

受
け
入
れ
た
。閉
校
し
た
学
校
施
設
な

ど
を
開
放
し
、６
地
区
、11
箇
所
に
避
難

所
を
設
置
。受
け
入
れ
準
備
は
、配
置
さ

れ
た
職
員
だ
け
で
は
な
く
、地
域
住
民

と
協
力
し
て
進
め
ら
れ
た
。

　

避
難
所
で
は
地
域
民
が
被
災
者
に
対

し
て
、
飾
ら
な
い
自
然
体
で
対
応
。
何

よ
り
の
も
て
な
し
に
、
両
者
の
距
離
が

縮
ま
り
、現
在
も
交
流
が
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、市
内
の
仮
設
住
宅
な
ど
に

は
、南
三
陸
町
や
石
巻
市
な
ど
か
ら
、

２
９
１
世
帯
、６
８
４
人（
15
年
12
月

末
現
在
）
が
入
居

し
、徐
々
に
人
数
は

減
っ
て
い
る
。

　

震
災
で
膨
大
に

な
っ
た
業
務
量
に

対
応
す
る
た
め
、11

年
６
月
か
ら
南
三
陸
町
に
市
職
員
を
継

続
し
て
派
遣
し
て
い
る
。

　

市
で
は
震
災
以
降「
市
東
日
本
大
震

災
復
興
対
策
本
部
会
議
」を
設
置
し
、

復
興
計
画
や
事
業
を
管
理
し
て
き
た
。

復
興
計
画
に
つ
い
て
、お
お
よ
そ
め
ど

が
付
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
第
２
次

総
合
計
画
の
将
来
像
に
向
け
て
、
発
展

的
に
各
種
事
業
へ
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
の
５
年
間
は
、市
の
復
興
と
沿
岸

部
の
後
方
支
援
に
取
り
組
ん
で

き
た
。し
か
し
、沿
岸
部
の
状
況
は
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
。今
後
も
継
続
的
な
支
援

を
展
開
し
て
い
く
。

復
興
と
後
方
支
援
に
全
力
を
傾
け
た
５
年
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南方仮設×南方小中瀬地区
×
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東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
。

こ
の
期
間
を
早
か
っ
た
と
感
じ

る
人
、そ
う
で
は
な
い
と
い
う

人
も
い
る
だ
ろ
う
。人
に
よ
っ

て
感
じ
方
は
千
差
万
別
。復
興

に
つ
い
て
も
同
じ
だ
。

　

道
路
や
交
通
網
、水
田
の
作

付
け
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て

は
、内
陸
も
沿
岸
部
も
比
較
的

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い

る
。登
米
市
内
で
は
ほ
ぼ
復
旧

し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ

う
。し
か
し
、
沿
岸
部
の
生
活

の
根
幹
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い

て
は
ま
だ
ま
だ
だ
。自
分
た
ち

の
家
も
、買
い
物
す
る
場
所
も
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
仮
設
。さ
ら

に
、そ
の
ま
ち
の
中
で
も
差
は

あ
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
人
は
元
来「
縁
」
を
大

切
に
す
る
民
族
だ
。

　

日
本
人
は
欧
州
な
ど
の
大
陸

と
違
い
、
多
民
族
の
侵
攻
や
混

住
生
活
な
ど
が
な
く
、
先
祖
伝

来
同
じ
共
同
体
で
暮
ら
し
て
き

た
。
人
々
は
、
誰
も
が
仲
良
く

暮
ら
す
こ
と
を
心
が
け
て
き

た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

見
知
ら
ぬ
人
と
ほ
ん
の
少
し
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
た
だ
け
で

も
、
そ
の
人
と
の
人
生
の
縁
を

感
じ
と
り
、
親
近
感
を
持
つ
よ

う
に
な
る
の
だ
。

　

今
回
取
材
し
た
人
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
縁
あ
っ
て
つ
な
が

り
、
共
に
復
興
へ
の
道
の
り
を

歩
ん
で
い
る
。
苦
し
ん
で
い
る

と
き
や
つ
ら
い
と
き
に
人
を
助

け
ら
れ
る
の
は
、
モ
ノ
や
金
で

は
な
く
人
の
つ
な
が
り
。
だ
か

ら
支
援
す
る
人
た
ち
は
、
寄
り

添
い
続
け
て
い
る
。

　

被
災
し
た
人
た
ち
は
、日
常

を
取
り
戻
せ
て
い
る
人
も
増
え

て
い
る
反
面
、ま
だ
ま
だ
困
難

な
状
況
の
中
、長
い
道
の
り
を

覚
悟
し
、頑
張
っ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
。
共
に
寄
り
添

う
気
持
ち
が
大
切
だ
。

　

沿
岸
部
と
内
陸
は
、遠
い
昔

か
ら
共
に
歩
ん
で
き
て
い
る
。

沿
岸
部
は
海
の
幸
を
、内
陸
は

野
の
幸
、山
の
幸
を
そ
れ
ぞ
れ

提
供
し
て
き
た
。ま
た
、お
互
い

の
地
域
に
嫁
い
だ
り
、学
校
や

職
場
に
通
っ
た
り
と
、そ
の
結

び
つ
き
は
非
常
に
強
い
。ど
ち

ら
か
が
欠
け
て
い
れ
ば
、現
在

の
姿
は
な
い
。沿
岸
部
と
内
陸

は
一
体
な
の
だ
。

　

復
興
は
、建
物
や
生
活
環
境

だ
け
で
は
な
く
、心
が
元
気
に

な
っ
て
こ
そ
。登
米
市
の
復
興

は
、沿
岸
部
が
心
の
復
興
を
果

た
し
た
と
き
。み
ん
な
が
心
か

ら
笑
え
る
そ
の
日
ま
で
、被
災

者
の
心
の「
そ
ば
」
に
寄
り
添

う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
。

【
特
集　

そ
ば
に
】

そばに特　

集

❶

❷

❸

3

1

2

ず
っ
と
そ
ば
に
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　パパ・じいじだから出来る「絵本読み聞かせ講座」は
２月28日、石森ふれあいセンターで開催され、親子29人
が参加しました。
　これは、父親や子育てをしている男性の育児参加をテ
ーマに催されたものです。講師に東日本放送アナウンサ
ーの熊谷博

ひろゆき

之さんを迎え、男性の声ならではの効果的な
読み聞かせのコツを説明、参加者が実践しました。
　親子４人で参加した長倉智

とも

幸
ゆき

さん（南方町北本郷）
は「絵本は子どもたちが寝る前にたまに読んであげま
す。今日聞いたことをこれからぜひ参考にしたいです」
と話していました。

「おやこペンギンジェイとドゥのゆきあそび」を実際に読み聞か
せ。お父さんも子どもも、皆さん上手に読んでいました。

　石ﾉ森章太郎ふるさと記念館で２月20日から３月13
日まで第17回自主企画展「石ﾉ森ふるさとマンガ作品
展」が開かれました。
　自主企画展は、市内幼稚園、保育所、小中学校、県内の
高校に作品を募集し、漫画を通して青少年の健全育成
を目的に開催しました。
　気仙沼市から訪れた紺野賢

まさる

さんは「登米市まで足を
伸ばしたので寄ってみました。仮面ライダーが新幹線
に乗ったり、稲刈りをしたりと自分たちでは思い浮か
ばないですね」と子どもたちの柔軟な発想に感心して
いました。

石ﾉ森ヒーロー作品絵画、造形の部、マンガオリジナル作品イラ
ストなど５部門、264点が展示されました。

　登米警察署管内では、平成25年から交通死亡事故が
発生しておらず、平成27年末で３年連続死亡事故ゼロ
を達成しました。これを受けて登米警察署は２月５日、
交通死亡事故抑止活動に尽力した４団体と１個人に、
感謝状を贈呈しました。
　県内の事故記録が残る昭和30年以降、警察署単位で
3年連続死亡事故ゼロの達成は県内初の快挙です。
　感謝状贈呈者は次の通りです。【団体】登米地区交通
安全協会、登米地区安全運転管理者会、登米地区安全運
転管理者事業主会、登米地区地域交通安全活動推進委
員協議会【個人】阿部進

すすむ

さん（登米町大谷地）
平成10年から毎年実施している年末恒例の「交通安全ジャン
ボ門松」づくり。地域で交通安全意識の醸成に努めています。

　市制施行10周年記念事業「長唄・日本舞踊鑑賞会」は
２月25日、登米祝祭劇場で開かれ、市内10中学校の生徒
約750人が日本の伝統芸能を堪能しました。
　鑑賞会は、東京芸大邦楽科出身の若手演奏家９人が
出演。長唄は、三味線や笛、太鼓、鼓の演奏者と唄方の８
人が歌舞伎の演目「勧進帳」を、続いて演奏に合わせて
立
たち

方
かた

が日本舞踊を披露しました。
　東和中２年の岩渕奏

かな

子
こ

さんは「日本の伝統芸能に触
れる機会は少なく、生で見る三味線や太鼓の演奏、きれ
いな動きの踊りはすばらしかったです。今日は貴重な
体験ができました」と感謝の言葉を述べました。 普段触れることのない古典芸能に中学生は興味津々。三味線の

材料に猫の皮を使うと知ると、みんな驚いていました。

学校所在地名「北桜場」にちなんだ「初恋さくら」は、程よい甘さ
とすっきりとした飲み口のノンアルコール飲料です。

　レイア野球教室は２月28日、迫体育館で開かれ、レイ
ア所属選手などが、市内の子どもたちに野球技術の指
導をしました。
　野球教室は、市スポーツ少年団野球協議会が主催し、
市内のスポ少８チームと佐沼中女子ソフトボール部の
計約 80人が参加しました。選手たちは、ボールを受け
るときには「必ず正面に回ること」など、基本動作を丁
寧に指導しました。
　横山クラブの熊谷潤

ゆん

奈
な

さんは「憧れのレイアの選手
に教えてもらえてうれしい。自分もプロ野球選手にな
れるよう練習を頑張ります」と話していました。

レイアから、大倉三佳監督と吉田奈津、高塚南海、平田紗希の３
選手が、実技を交えて分かりやすく指導しました。

　伊豆沼農産（伊藤秀
ひで

雄
お

社長）は、登米総合産業高と共
同開発した乳酸菌発酵甘酒「初恋さくら」を２月26日か
ら販売しました。
　共同開発は、同社の企業理念の「地域資源を生かした
商品開発」と、同高の「地域に根ざした教育」が合致した
ことをきっかけに始まり、同高独自のカリキュラム「起
業実践」で昨年７月から取り組みました。
　同高普通科３年で、商品開発班長を務めた阿部大

だい

樹
き

さんは「自分たちの考えた商品が販売されることにな
りびっくりしています。店頭に並ぶ姿を想像するとワ
クワクします」と話していました。
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　平成 28 年３月 26 日から、交通渋滞などで到着時刻
に遅れが生じていた便やＪＲ在来線の運行ダイヤ改正
の影響を受ける便など、一部の市民バス運行時刻など
を改正します。
　改正後の運行時刻については、毎戸に配布していま
す「登米市市民バス時刻表（2016 年３月 26 日改正）」
をご確認ください。

◉
❶南方線３便：始発を午前９時 20 分発に変更
❷新田線１便：始発を午前６時 50 分発に変更
❸新田線３便：始発を午前９時 29 分発に変更
❹新田線４便：始発を午前８時５分発に変更
❺石越線１便：始発を午前６時 45 分発に変更し、石
越駅前バス停留所で最大５分間の出発調整を行う

◉
東西循環線の中田町宝江新井田周辺に「六丁目」および
「上待井」バス停留所を新設

企画部市民活動支援課
☎ 0220（22）2173

▶

▶

火

　

４
月
６
日（
水
）か
ら
15
日（
金
）

の
10
日
間
、
全
国
一
斉
に「
春
の

交
通
安
全
運
動
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
次
の
５
項
目
を
運
動
の

重
点
と
し
て
掲
げ
各
地
区
で
の
街

頭
指
導
な
ど
、
関
係
各
団
体
と
さ

ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

❶
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

❷
飲
酒
運
転
の
根
絶

❸
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

❹
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

❺
交
差
点
と
交
差
点
付
近
の
交
通

事
故
防
止

　

交
通
事
故
の
撲
滅
は
、
市
民
誰

も
が
望
む「
願
い
」で
す
。こ
の「
願

い
」を
か
な
え
る
た
め「
守
ろ
う
交

通
ル
ー
ル　

高
め
よ
う
交
通
マ

ナ
ー
」を
市
民
一
人
一
人
が
心
掛

け
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

４
月
は
、
新
入
学
児
童
が
交
通

事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

自
転
車
・
車
を
運
転
す
る
皆
さ

ん
は
、
子
ど
も
に
配
慮
し
た
運
転

に
心
掛
け
、
家
族
や
地
域
で
は
将

来
の
登
米
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
見
本
に
な
る
よ
う
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

　

飲
酒
運
転
は「
犯
罪
」で
す
。
本

市
は
県
内
他
市
町
村
と
比
べ
て
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙
数
・
事
故

件
数
の
割
合
が
高
い
地
域
で
す
。

平
成
28
年
５
月
17
日（
火
）

開
場
＝
午
後
６
時
、
開
演
＝
午
後

６
時
30
分登

米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

Ｓ
席
３
千
円
、
Ａ
席

１
５
０
０
円
（
当
日
は
Ｓ
・
Ａ
席

と
も
に
５
０
０
円
増
）

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、
特
別

料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

４
月
９
日（
土
）午

前
10
時
か
ら
登
米
祝
祭
劇
場
と
市

内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売
し
ま
す

（
前
売
り
で
完
売
の
場
合
、
当
日

券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

登
米
祝
祭
劇
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
１

　

飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

市
内
各
町
域
で
実
施
し
ま
す
。
日
程

は
平
成
28
年
４
月
11
日（
月
）〜
28
日

（
木
）ま
で
で
す
。
犬
の
所
有
者
に

は
、
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
接
種
し
ま

し
ょ
う
。
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
場

合
は
、
会
場
で
登
録
手
続
き
の
上
、

注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

１
頭
３
千
円

１
頭
３
０
２
０
円

（
内
訳
＝
予
防
注
射
代
２
４
７
０
円
、

注
射
済
票
代
５
５
０
円
）

市
民
生
活
部
環
境

課☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

自
動
車
・
自
転
車
な
ど
を
運
転

す
る
時
は
、
飲
酒
運
転
が
引
き
起

こ
す
事
故
の
重
大
性
を
十
分
に
認

識
し
、「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」「
乗

る
な
ら
飲
ま
な
い
」を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

迫
町
佐
沼
字
中
江

一
丁
目
〜
五
丁
目平

成
28
年
４
月
１

日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

❶
命（
死
亡
事
故
に
直
結
）

❷
家
族（
家
族
離
散
な
ど
）

❸
仕
事（
会
社
は
解
雇
な
ど
）

❹
社
会
的
信
用（
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
な
ど
）

❺
免
許（
免
許
取
り
消
し
な
ど
）

❻
お
金（
罰
金
や
遺
族
補
償
な
ど
）

　

市
民
生
活
部
市

民
生
活
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

 

〜
飲
酒
運
転　

し
な
い

　
　

 

さ
せ
な
い　

許
さ
な
い
〜
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　農作業を受委託する場合の参考にしてください
作業種目など 種　別 作業単位 区　画 標準料金（税込） 備　考

耕起
水田耕起 トラクター 10㌃

30㌃未満 4,940 円
ロータリーを基準
耕深12㌢以上30㌃～50㌃未満 4,320 円

50㌃以上 3,910 円
3,090 円 二番耕

畑耕起 トラクター 10㌃ 30㌃未満 5,660 円 普通畑

代かき トラクター 10㌃
30㌃未満 6,380 円

仕上げまで30㌃～50㌃未満 5,860 円
50㌃以上 5,450 円

田植え

催芽料金 １袋 ４㌔㌘ 260円

苗 １箱 700円 苗を委託者自己搬入以外は１箱30円増箱処理剤は含まない

田植機 10㌃
30㌃未満 5,350 円

側条施肥（肥料は含まない）
1,000円増30㌃～50㌃未満 4,830 円

50㌃以上 4,420 円

直播
湛水

10㌃
5,350 円 代かき済みほ場とし、種籾、コーティング処理含まず

乾田 5,140 円 整地済みほ場とし、種籾含まず

稲刈り
コンバイン 10㌃

30㌃未満 16,970 円 隅刈～運搬まで
ワラ切断
ワラ結束は2,000円増

30㌃～50㌃未満 15,840 円
50㌃以上 14,610 円

バインダー 10㌃ 8,020 円 刈放し、結束糸持ち

脱穀 ハーベスター 10㌃ 6,690 円 結束なし
8,850 円 結束

籾乾燥調製
乾燥 生籾乾燥 60㌔㌘ 1,030 円

半乾燥 60㌔㌘ 650円 水分 18㌫以下のもの
籾すり 60㌔㌘ 590円 袋代は別
色彩選別 30㌔㌘ 430円 単独作業、籾すりと同時作業は別料金

散布
肥料散布 ブロードキャスター 10㌃ 750円 肥料代は別
農薬散布 背負動力散布機 10㌃ 860円 農薬代は別
堆肥散布 マニアスプレッター 10㌃ 2,570 円 堆肥代金は含まない。積込運搬含む

堆肥 １㌧ 3,240円 有機センター成分と同等品、運搬なし

溝切 30㌃ 4,830 円 溝切は100㍍当たり500円くらいとし、まくらは排水溝までつなぐ
畦畔土盛 １㍍ 40円 片側（土盛、鎮圧）

ワラ収集梱包

反転収集 ジャイロレーキ 10㌃ 1,340 円 ２回を標準とする

梱包

ロールベーラー 10㌃ 2,570 円
積み上げ・運搬は含まない

ヘイベーラ 10㌃ 3,090 円

ラッピング 1個 直径 1㍍ 1,000 円 ラップフィルム二重巻、積み上げ・運搬は含まない
転作田草刈（牧草）ディスクモア 10㌃ 3,090 円 転作草地の草刈り（刈り放し）

畦畔草刈
草刈機 １時間 1,540円 機械持ち（燃料含む）
自走畦畔草刈機 １時間 3,090円 機械持ち（燃料含む）

賃金
オペレーター １日 10,000 円 トラクター・コンバインなどの運転者のみを依頼する場合の賃金（８時間）
一般作業員 １日 7,000円 一般農作業、男女とも同額（８時間）

❶賃金は、実働８時間を基準とします。
❷上記以外、未整備田、地形、地質、作業内容など、通常と異なる場合は双方協議の上、決めてください。
❸区画の考え方は、ほ場の区画ではなく作業面積による区画です（例：１㌶区画内で 20㌃作業する場合は「30㌃未満」
　の区画料金を適用します）。
※料金表は各総合支所に準備しています。また、市ホームページ（http://www.city.tome.miyagi.jp/kurashi/nogyo/
　tinsyaku.html）にも掲載しています。

農業委員会事務局　☎ 0220（34）2317

　

市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、
平
成
28
年
５
月

に
予
定
し
て
い
る
中
学
校
の
宿
泊

農
業
体
験
学
習（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

イ
）の
受
け
入
れ
農
家
を
募
集
し

ま
す
。

　

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
子
ど

も
た
ち
を
自
分
の
家
に
宿
泊
さ

せ
、農
作
業
や
家
事
手
伝
い
な
ど
、

農
家
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
す
。
特
別
な
こ
と
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
の
仕
事

を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
作
業
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
け
入
れ
家
庭
に
は
、
受
け
入
れ

料
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

１
戸
：
３
〜

５
人
程
度

１
泊
２
日
：

１
人
７
千
円
、
２
泊
３
日
：
１
人

１
万
４
千
円

電
話

平
成
28
年
３
月
31

日（
木
）

❶
５
月
11
日（
水
）〜
12
日（
木
）１

泊
２
日
／
宮
城
県
岩
沼
市
立
岩
沼

中
学
校

❷
５
月
18
日（
水
）〜
20
日（
金
）２

泊
３
日
／
宮
城
県
仙
台
市
立
向
陽

台
中
学
校

❸
５
月
24
日（
火
）〜
25
日（
水
）１

泊
２
日
／
宮
城
県
岩
沼
市
立
岩
沼

北
中
学
校

市

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
事
務
局（
産
業
経
済
部
商
工

観
光
課
内
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員
登
録
す

る
と
宿
泊
農
業
体
験
学
習
の
受
け

入
れ
農
家
と
し
て
優
先
し
ま
す
。

千
円

　
（
仮
称
）長
沼
第
二
工
業
団
地
造

成
に
伴
い
、
市
道
大
洞
９
号
線
の

拡
幅
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期

間
中
は
全
面
通
行
止
め（
24
時
間
）

の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

　

近
隣
に
お
住
ま
い
の
人
、通
勤
・

通
学
で
通
行
す
る
方
な
ど
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

施
工
延
長
Ｌ
＝
５
３
５
・
０
㍍　

道
路
幅
Ｗ
＝
９
・
５
㍍

工
種
＝
土
工
、
舗
装
工
な
ど

平
成
28
年
４
月
１

日（
金
）〜
12
月
31
日（
土
）

全
面
通
行
止
め（
24
時
間
）

左

記
迂
回
路
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

産
業
経
済
部
新

産
業
対
策
室

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
０
７
６

渡
辺
土
建
・
佐
々
重
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
８
３
２

通行止め箇所および迂回路図
【凡例】

　

公
益
社
団
法
人
日
本
広
報

協
会
が
主
催
す
る
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
、
市
広
報
紙

「
広
報
と
め
」が
県
代
表
と
し

て
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
平
成
27
年
中
に
発
行

さ
れ
た
自
治
体
広
報
紙
を

対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
今
回
は
、
広
報
紙

（
市
部
）
の
部
で「
広
報
と
め

12
月
号
」が
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　

広
報
紙
の
部
の
12
月
号

は
、「
若
者
の
就
職
」
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
た
特
集
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。「
企

画
・
デ
ザ
イ
ン
が
良
い
」「
地

方
創
生
を
意
識
し
た
、
若
者

に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
」
な
ど

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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迫
　佐沼地区コミュニティ推進協議会（千葉成

せい

幸
こう

会長）は迫
公民館を会場に佐沼地区コミュニティ祭りを開催。子ども
からお年寄りまで約800人が訪れました。
　祭りでは、各町内会の演芸発表のほか、作品展示・工作
体験などが催されました。お昼には公民館の玄関前で餅つ
きを披露。出来立ての餅とはっと汁を来場者に振る舞いま
した。冬晴れの空の下、祭りは大盛況となり、来場者は楽
しい時間を過ごしました。

登米
　第53回とよま凧

たこ

あげ大会は北上川右岸堤防を会場に開
催されました。
　この大会は手作りたこを通して、市民相互の親睦を図る
とともに親と子のふれあいを深めることを目的に、毎年こ
の時期に開催しています。
　当日は、晴天にも恵まれ、透き通った青空の中「たこた
こ揚がれ！天まで揚がれ！」と、空高く舞い上がる自慢の
たこを見ながら、たこ揚げ大会を楽しみました。

東和
　関西の大学生が米川地域を訪れ、伝統行事に参加したり、
地元住人と交流したりし、「よそ者」目線で地域活性化策を
提言してもらう「クール米川プロジェクト」。平成25年秋
から始まり、今回は 5泊 6日の日程で滞在。地域住民と
語る会では「米川の水や食べ物をインターネットでPRす
る」などの提言がありました。参加住民は「地域の気づか
なかった特産物があることがわかった」と地域活性化につ
ながるヒントを得る大きな収穫となりました。

中田
　石森コミュニティ運営協議会（渡邉義

よしあき

昭会長）は、石森地
域づくり事業～いしのもり地域づくり実践プロジェクト～
の一環として「凧

たこ

づくり凧
たこ

あげ大会」を開催。石森在住の
子どもから大人70人が参加しました。骨組みから手づく
りするたこづくりは、大人でも大変な作業ですが、３時間
ほどでオリジナルのたこが完成。この日は強風のため外で
揚げることができず、体育館の中で試し揚げをしました。
子どもたちは自分の作ったたこを揚げ喜んでいました。

豊里
　ときめきキッズクラブ第３回学習会「そり遊び・スキー
教室」（豊里教育事務所主催）は、大崎市鳴子のオニコウベ
スキー場で開催され46人が参加しました。
　参加者は、そり遊びとスキーに分かれ、スキーは指導員
から一人一人丁寧に指導を受けました。そり遊びは、豊里
町ジュニアリーダーサークル「赤い鳥」のメンバーにお世
話してもらいながら実施。思っていたよりもスピードが出
るため途中で転倒しても笑いながら何回も滑りました。

石越
　青少年の健全育成を目的に、青少年のための登米市民会
議石越支部と石越町子ども会育成協議会の「合同会員研修
会」が石越体育センターなどを会場に開催。約 60人が参
加しました。今年はソニー仙台の片桐幹

みき

雄
お

氏を講師に招き、
「スポーツを通しての青少年の健全育成」をテーマに、簡
単にできる運動や、スライドを使った講話を受けました。
　参加者は、現代の子どもとスポーツの関わりや、子ども
と接する上で大事なことなど、真剣に耳を傾けていました。

津山
　横山不動尊の節分豆まきは、横山不動尊境内で開催され、
子どもからお年寄りまで多くの人が詰め掛けました。
　かみしも姿で登場した関係者が太鼓の音に合わせ「福は
内、鬼は外」の元気な掛け声で落花生の入った豆袋をまく
と、訪れた人たちは歓声を上げながら多くの福を呼びこも
うと豆袋を拾っていました。まかれた豆袋には「福豆」が
入っていて、拾った人には不動尊でご祈祷された福升や福
飴などの縁起物が贈られました。

米山
　善王寺コミュニティセンターを会場に「吉田地区第 19
回世代間交流レクリエーション大会」が開催され、幅広い
年代層約 350人が参加しました。今年もユニークな種目
が多数企画され、老若男女の笑い声が会場内に響き渡りま
した。親子５人で参加した岡崎満

みつる

さん（山吉田行政区）は「誰
もが楽しめる競技がたくさんあり、３歳の息子も大喜び。
最後の抽選会も周りのじいちゃんばあちゃんと一緒にドキ
ドキしながら楽しめました」と笑顔で語ってくれました。

南方
　冬道の積雪や凍結などによる交通事故防止の注意喚起を
目的に「交通安全餅

もちもち

餅キャンペーン」が実施されました。南
方地区交通安全指導隊と佐沼地区交通安全協会南方支部の
共催で、登米みなみ商工会南方支所前の県道交差点で「冬道
の安全運転 1・2・3運動」を啓発するため、「気も

・ ・

ちにゆと
りをも

・ ・

ちましょう」のテーマで、ニンジン、カボチャ、ホ
ウレン草で信号機と同じ 3色に加工した餅を配りながら、
通りかかる自動車の運転手に安全運転を呼びかけました。

TOWNS TOPICS
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Monthly Hot Communication

Health

くん
（迫町中江）

くん
（迫町平柳）

くん
（迫町山の内）

くん
（迫町三方島）

くん
（迫町舟橋）

ちゃん
（迫町中江）

ちゃん
（登米町八丁田）

くん
（迫町本田）

ちゃん
（迫町萩洗）

ちゃん
（登米町遠見台）

ちゃん
（迫町萩洗）

Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

☎
☎
☎

くん
（迫町大網南）

ちゃん
（迫町山の内）

ちゃん
（迫町萩洗）

ちゃん
（迫町駒木）

只野　優
ゆう

愛
あ

ちゃん
（迫町光ヶ丘東）

くん
（迫町板橋）

ちゃん
（迫町大網西）

くん
（登米町鉄西）

ちゃん
（東和町米谷７区）

ちゃん
（東和町錦織２区）

ちゃん
（東和町米谷１区）

くん
（中田町石森長根）

ちゃん
（中田町茶畑）

くん
（中田町茶畑）

くん
（東和町米谷３区）

及川　琉
りゅう

斗
と

くん
（東和町米川１区）

くん
（東和町錦織１区）

ちゃん
（中田町新橋）

くん
（中田町蓬田）

くん
（中田町表）

くん
（中田町十文字）

くん
（中田町石森長根）

ちゃん
（中田町大泉）

ちゃん
（中田町駒牽）

くん
（石越町第一）

ちゃん
（石越町第十四）

ちゃん
（石越町第一）

ちゃん
（石越町第十四）

ちゃん
（石越町第一）

　本の返却期限は貸出日の翌日から 14 日間
です。返却期限日を過ぎると、他の利用者の
迷惑になりますので、速やかに返却をお願い
します。
　毎年、本を借りたまま転出し、連絡のつか
ない人がいます。特に進学や就職、転勤など
で登米市を転出予定の人は、もう一度、借り
ている本がないか確認してください。また、
家族で借りている人に心当たりがありました
ら、本人に声がけしてくださるようお願いし
ます。
　なお、転居先が市内でも連絡先などが変更
になる場合は、利用者カードの登録情報を修
正しますので、最寄りの図書館（室）にご連絡
ください。

くん
（中田町神ノ木）

くん
（米山町山吉田）

くん
（米山町斉藤）

くん
（南方町峯）

ちゃん
（米山町新町）

くん
（南方町峯）

くん
（南方町大門）

くん
（南方町山成）

くん
（南方町北本郷）



19 182016.4

Young
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159㌢で O型です。
東北三菱自動車販売㈱石巻店で

働いています。フロント業務を担当してい
ます。身だしなみや立ち居振る舞いなど、
お客さんに心地良く過ごしてもらえるよう
常に気をつけています。

マイペースです。好きなこ
とにはのめり込んでしまい、頭より先に体
が動いてしまいますね（笑）。

よさこいです。現在は「舞姿道
みろく」に所属し踊っています。父と弟も
同チームで旗振りをしています。子どもか
ら大人まで楽しそうに踊っているのを見て、
やり始めました。
　また、祖母が日本舞踊の先生をしていて、
一緒に施設などでボランティアで踊ってい
ます。どちらも踊りでみんなを笑顔にし、
自分が元気をもらえるところが魅力ですね。

平日休みなので、時間が合えば
友達と買い物やご飯に行きますが、一人で
出かけることが多いですね。

周りのちょっとした変化
に気づいてくれる視野の広い人。気遣いの
できる優しい人です。

家族で旅行に行き
たいです。家族は仲がよくて何でも話しま
す。温泉に行きたいですね。

近所や地域の付
き合いがあってとても住みやすいまちだ
と思います。お祭りなど活気がありますが、
もっと名物になるようなものがあれば、な
おいいですね。

Dream
Monthly Hot Communication

　私の夢は保育士になることです。
　きっかけは 7年前にいとこが生まれたこ
とです。いとこが家に来ていた時にミルク
をあげたり、おむつを替えたり、少し大き
くなってからはひらがなを教えたりして一
緒に過ごしました。いとこの世話をするう
ちに保育士になりたいと思うようになり、
職場体験やＪボラでも保育園で活動し、ま
すます思いが強くなりました。
　保育士になるために今はピアノを頑張っ
ています。今年は合唱コンクールの伴奏に
挑戦し、賞を取ることができました。引っ
込み思案な私には大きな自信につながった
と思います。他にも保育士になるために必
要なことはたくさんあります。まずは勉強
を頑張ってどんなことがあっても諦めずに
夢を叶えたいです。

2015年2月22日生まれ
米山町・鈴根
樹さんの長男

くん（1）

　いつも笑顔で明る
い湊空くん！ママと
パパの所に生まれて
きてくれてありがと
う！これからもすく
すく育ってね。

2015年7月7日生まれ
津山町・小川町
美保さんの長女（祥歌）、次女（美織）

ちゃん（０）・ ちゃん（０）

　七夕生まれの一卵
性の双子の姉妹です。
おっぴじいちゃんの
子守歌が大好きです
♪

Monthly Hot Communication

Child
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Half Century
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人
生『
楽
あ
れ
ば
苦
あ
り
、苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
』

津
山
町
の
横
山
不
動
尊

の
お
祭
り
さ
、近
所
の
友
だ
ち
と

自
転
車
で
行
く
途
中
、
道
聞
く

べ
っ
て
声
か
け
た
ん
だ
。

実
家
は
登
米
の
針
田
で
、

自
転
車
こ
い
で
だ
ん
だ
で
ば
。
そ

の
あ
と
、何
だ
か
分
が
ん
ね
え
げ

ど
一
緒
に
な
っ
た
ん
だ
ね（
笑
）

結
婚
し
て
か
ら
は
二
人

で
炭
焼
き
し
た
ん
だ
。炭
焼
き
さ

歩
っ
た
の
が
新
婚
旅
行
だ
な（
笑
）

炭
焼
き
な
ん
て
し
た
ご

と
ね
が
っ
た
が
ら
ね
ぇ
。
お
じ
い

さ
ん
が
窯
出
し
で
真
っ
黒
に
な
っ

て
出
で
来
た
の
が
お
が
し
く
て
ね
。

お
じ
い
さ
ん
が
40
歳
ぐ

ら
い
の
時
に
、
仕
事
で
４
㍍
の
高

さ
か
ら
落
っ
こ
っ
て
、
医
者
が
ら

情
報
は

ふ
る
さ
と
と
の
架
け
橋

　

東
京
米
山
会
は
３
月
６
日
に
第

33
回
総
会
お
よ
び
懇
談
会
を
開
催
。

参
加
者
は
来
賓
皆
さ
ん
の
ふ
る
さ

と
の
情
報
に
耳
を
傾
け
、
聞
き
入

り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
設
け

ら
れ
た
道
の
駅
米
山
の
ふ
る
さ
と

の
物
産
は
、
そ
の
場
で
い
た
だ
く

人
、
家
族
へ
の
お
土
産
に
す
る
人

な
ど
毎
年
大
人
気
で
す
。
そ
の
時

間
だ
け
は
幼
年
に
戻
り
、
昔
話
や

ふ
る
さ
と
の
話
題
に
花
が
咲
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
し
ば
ら
く
帰
省

し
て
な
い
人
に
は
最
近
帰
省
し
た

人
の
土
産
話
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

当
会
も
登
米
市
誕
生
と
と
も
に

会
員
を
中
心
に
運
営
す
る
こ
と
と

な
り
、
今
年
で
10
年
。
当
初
は
何

を
す
る
に
も
右
往
左
往
す
る
ば
か

Monthly Hot Communication

One's Home

　

今
月
は
、と
よ
ま
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー「
遠と
お
や
ま山
之の

里さ
と

」の
河
内
安や
す

雄お

専
務
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

　

登
米
町
に
は
、明
治
時
代
の
洋

風
建
築
な
ど
が
多
く
現
存
し
、そ

の
町
並
み
か
ら『
み
や
ぎ
の
明
治

村
』と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。町
の
中

心
部
に
あ
る「
遠
山
之
里
」は
、地

域
の
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
平
成

12
年
に
オ
ー
プ
ン
。教
育
資
料
館

な
ど
各
資
料
館
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売

や
観
光
案
内
を
し
て
い
ま
す
。ま

た
、併
設
の
食
事
処「
蔵
ら
〜
」の

麺
類
や
郷
土
料
理
は
好
評
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
と
よ
ま

茶
会（
４
月
29
日
）の
開
催
や
武
家

屋
敷
通
り
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
咲

き
、
見
ど
こ
ろ
満
載

と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
で
は
市
内
の
お
土
産
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

中
で
も
売
れ
筋
は

定
番
の
油
あ
ぶ
ら

麩ふ

と
瓦

煎
餅
。
油
麩
は
市

内
８
社
の
も
の
を

置
い
て
い
ま
す
。

店
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
の

で
お
好
み
の
も
の
を
探
し
て
み
る

の
も
い
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
１
８
８
０
年
の
創
業
時

か
ら
続
く
登
米
名
物
、
田
辺
菓
子

店
の
「
太
白
飴
」
は
10
〜
５
月
の

期
間
限
定
商
品
。
砂
糖
は
一
切
使

用
せ
ず
、
も
ち
米
と
麦
芽
を
原
料

に
し
た
自
然
な
甘
み
の
飴
で
す
。

と
よ
ま
観
光
物  

産
セ
ン
タ
ー
「
遠
山
之
里
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

●
５
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、３
月
31
日（
木
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

り
で
結
果
が
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
昨
年
よ
り
は
今
年
、
今
年
よ

り
も
来
年
の
思
い
で
早
く
も
10
年

が
た
ち
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
現
在
は
、
会
員

の
高
齢
化
と
減
少
に
悩
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と

へ
は
新
幹
線
で
２
時
間
余
り
、
車

で
４
時
間
弱
と
近
く
な
り
ま
し
た
。

都
の
片
隅
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
な

が
ら
ふ
る
さ
と
を
思
う
時
代
で
は

無
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

会
員
の
中
に
は
代
替
わ
り
し
て

ふ
る
さ
と
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く

な
っ
た
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、

皆
の
心
の
奥
に
は
必
ず
ふ
る
さ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

正
月
に
東
京
ド
ー
ム
で
開
催

さ
れ
る
お
国
自
慢
ふ
る
さ
と
祭

り
、
麻
布
十
番
夏
祭
り
、
宮
城
ふ

る
さ
と
プ
ラ
ザ
で
の
登
米
市
フ
ェ

ア
。
昨
年
８
月
に
両
国
国
技
館
で

行
わ
れ
た
チ
ビ
ッ
子
相
撲
大
会
に

は
、
連
絡
が
で
き
な
か
っ
た
会
員

も
多
数
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ

ま
し
た
。
皆
、
心
の
奥
に
あ
る
ふ

る
さ
と
を
思
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

情
報
が
足
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
い

た
だ
け
れ
ば
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
、

多
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ふ
る
さ
と
の
情

報
を
首
都
圏
を
は
じ
め
多
く
の
皆

さ
ん
へ
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

３
日
持
た
な
い
っ
て
言
わ
れ
た
と

き
は
涙
も
出
ね
が
っ
た
で
ば
。

昔
か
ら
働
く
ご
ど
が
趣

味
み
た
い
な
も
ん
だ
な
。
今
は
ニ

ラ
作
っ
て
農
協
さ
出
荷
し
て
ん
だ
。

絶
対
手
抜
き
は
し
ね
え
よ
。

踊
り
と
か
見
さ
行
く
の

が
楽
し
み
だ
ね
。
旅
行
も
孫
た
ち

に
も
誘
わ
れ
っ
か
ら
行
く
で
ば
。

ケ
ン
カ
す
た
こ
と
ね
え

な
。余
計
な
ご
と
も
言
わ
ね
え
の

（
笑
）。

若
い
頃
は
、み
ん
な
生
き

る
た
め
に
稼
が
な
い
ど
い
け
な
く

て
苦
労
し
た
が
ら
、
欲
は
か
が
な

い
で
ば
。
今
の
ま
ま
自
分
だ
ず
の

ペ
ー
ス
で
過
ご
し
て
い
く
べ
。
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▶

☎

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

Good health is a great blessing

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊎ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受
診ください。

㊊  ☎

㊌  ☎

㊋  ☎

【問い合わせ】登米市南方町新高石浦130番地　死kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp
　市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116　 0220（58）3345

　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
１
枚
で
で
き

る
タ
オ
ル
帽
子
で
、
ど
な
た
で
も

簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
岩
手
ホ
ス
ピ
ス
の
会
」が
、
抗
が

ん
剤
治
療
に
よ
り
脱
毛
し
た
人
の

た
め
に
考
え
た
も
の
で
、
こ
の
会

の
指
導
の
下
で
制
作
し
て
い
ま

す
。

　

脱
毛
さ
れ
た
人
や
ご
家
族
、
大

切
な
誰
か
の
た
め
に
一
緒
に
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

登
米
市
民
病
院
地
域
医

療
連
携
セ
ン
タ
ー（
２
階
が
ん
相

談
支
援
室
）平

成
28
年
４
月
14
日

（
木
）、
５
月
12
日（
木
）、
６
月
９

日（
木
）、
７
月
14
日（
木
）、
８
月

18
日（
木
）、
９
月
８
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分（
２
時
間

程
度
）

千
円（
型
紙
代
な
ど
）

登
米
市
民
病
院

地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　

が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族

な
ど
が
気
楽
に
集
ま
り
、
お
茶
や

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
の
工

夫
な
ど
を
語
り
合
え
る
場
を
開
い

て
い
ま
す
。
情
報
交
換
や
交
流
を

通
じ
て
悩
み
や
不
安
を
解
消
し
、

明
る
く
前
向
き
に
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
機
会
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

時
間
内
の
入
室
や
退
室
は
自
由

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。迫

に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
４
月
９
日

（
土
）／
医
療
関
係
者
と
の
ミ
ニ
講

和
、５
月
９
日（
月
）、６
月
13
日

（
月
）、７
月
11
日（
月
）、８
月
８
日

（
月
）、９
月
12
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

１
０
０
円（
お
茶
代
）

登
米
市
民
病
院

地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　
「
歯
の
健
康

は
家
庭
で
の
健

や
か
な
生
活
習

慣
か
ら
」「
80
歳

に
な
っ
て
も
自

分
の
歯
を
20
本

以
上
保
と
う
〜

健
康
寿
命
の
延
伸
は
口
の
健
康

〜
」を
合
言
葉
に
、
県
と
県
歯
科

医
師
会
で
は「
歯は

つ
ら
つ
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」「
８は
ち

０ま
る

２に
い

０ま
る

よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し

ま
す
。

◉❶
　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳

児
健
康
診
査
を
受
け
、
む
し
歯
が

な
か
っ
た
本
人
と
、
お
父
さ
ん
ま

た
は
お
母
さ
ん
の
ど
ち
ら
か
。

❷
　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳

児
健
康
診
査
を
受
け
、
む
し
歯
が

な
か
っ
た
本
人
と
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
。

※
応
募
は
❶
か
❷
の
ど
ち
ら
か
選

択
に
な
り
ま
す
。
５
月
初
旬
に
、

県
歯
科
医
師
会
か
ら
口
腔
診
査
の

連
絡
が
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
13

日（
水
）

市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

各
総
合
支
所
市
民
課（
健
康
づ
く

り
係
）

◉
　

平
成
28
年
６
月
４
日
現
在
、
満

80
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯（
治
療

完
了
）が
20
本
以
上
あ
る
健
康
な

人
。

官
製
は
が
き（
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
可
）に
住
所
、
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、
生
年
月
日
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医

院
、
ま
た
は
最
寄
り
の
歯
科
医
院

を
記
入
し
、
下
記
ま
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
４
月
15

日（
金
）

〒
９
８
０
―
０
８
０
３　

仙
台
市

青
葉
区
国
分
町
一
丁
目
５
―
１

県
歯
科
医
師
会「
コ
ン
ク
ー
ル
事

務
局
」

☎
０
２
２（
２
２
２
）５
９
６
０

０
２
２（
２
２
５
）４
８
４
３

　

石
巻
赤
十
字
病
院
で
は
、
登

米
市
消
防
本
部
と
連
携
し「
ド
ク

タ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
」の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
重
症
傷
病

者
の
発
生
時
に
医
師
・
看
護
師
が

救
急
現
場
へ
急
行
し
初
期
治
療
を

行
う
も
の
で
、
救
命
処
置
が
い
ち

早
く
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
救

命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
救
急
車
が
合

流
す
る
際
に
、
近
隣
の
ス
ペ
ー
ス

を
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
般
の
人
や
医
療
機
関
か
ら
直

接
依
頼
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
医
師
の
行
っ
た
医
療
行
為
で
医

療
費
が
発
生
し
た
場
合
は
、
患
者

負
担（
保
険
適
用
）と
な
り
ま
す
。

平
成
28

年
４
月
１
日（
金
）
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

石
巻
赤
十
字
病

院
救
急
課

☎
０
２
２
５（
２
１
）７
２
２
０

　

市
の
Ｄ
Ｖ
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

「
ハ
ー
ト
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎

０
２
２
０（
５
８
）２
１
２
８
）を

３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
ご
相

談
は
、
次
の
機
関
で
相
談
で
き
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地

域
事
務
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
５
６
）０
９
６
５

（
相
談
専
用
）

み
や
ぎ
男
女
共
同
参
画
相
談
室

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
７
０

　

今
回
で
５
回
目
と
な
る
メ
イ

ヤ
ー
ズ
ウ
ォ
ー
ク
は
、
東
北
風
土

マ
ラ
ソ
ン
と
同
じ
コ
ー
ス
で
開
催

し
ま
す
。
布
施
市
長
と
市
健
康
大

使
の
は
っ
と
ン
も
一
緒
に
歩
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

平
成
28
年
４
月
23
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園

※
集
合
場
所
は
迫
総
合
支
所
正
面

玄
関
前
。
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公

園
は
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
準
備
の

た
め
、
当
イ
ベ
ン
ト
の
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
、
お
名
前
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

４
月
15
日（
金
）

　

お
母
さ
ん
同
士
で
妊
娠
中
の
こ

と
、
出
産
や
育
児
の
こ
と
に
つ
い

て
ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
先
輩
マ
マ
、
助
産
師
や
保
健

師
を
は
じ
め
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
役
立
つ
話
が

聞
け
た
り
、
友
達
や
育
児
仲
間
が

で
き
た
り
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
内
に
在
住
の
妊
婦
、

乳
幼
児（
１
歳
く
ら
い
ま
で
）と
そ

の
家
族

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
け
付
け
開
始
は
午
前
９
時
40

分
か
ら
）

親
子
手
帳
（
母

子
健
康
手
帳
）、
筆
記
用
具

電
話

開
催
日
の
前
日
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当
相
当
分
を
加
算
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
も

完
備
し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い

人
で
も
パ
ー
ト
勤
務
が
可
能
な
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
に

関
わ
る
仕
事
を
し
て
み
た
い
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❶
保
育
士
▼
保
育
士
資
格
を
有
す

る
人

❷
指
導
員
▼
保
育
士
、
幼
稚
園
や

学
校
の
教
員
免
許
を
有
す
る
人
の

ほ
か
、
大
学
で
心
理
学
や
体
育
学

な
ど
を
専
修
し
た
人福

祉
事
務
所
子

育
て
支
援
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

◉

平
成
28
年
４
月
１
日（
金
）午

前
９
時
〜
４
月
11
日（
月
）（
受
信

有
効
）

５
月
22
日（
日
）

◉

４
月
８
日（
金
）午
前
９
時
〜

４
月
20
日（
水
）（
受
信
有
効
）

６
月
12
日（
日
）

※
申
し
込
み
方
法
や
受
験
資
格
な

災害時安定供給施設

☎

▶

▶

▶

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

市
で
は
、
本
年
10
月
に
発
行
予

定
の「
く
ら
し
の
便
利
帳
」と「
防

災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
市
の
仕
事
の
担
当

窓
口
や
各
種
制
度
な
ど
を
紹
介
し

た「
く
ら
し
の
便
利
帳
」を
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
電
話
帳（
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
宮
城

県
登
米
市
版
）と
合
冊
し
た
か
た

ち
で
発
行
。
併
せ
て
、
市
の
避
難

所
や
公
衆
電
話
マ
ッ
プ
な
ど
災
害

時
に
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た

「
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」を
電
話
帳

の
別
冊
付
録
と
し
て
新
た
に
発
行

し
、
市
内
毎
戸
に
配
布
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
の
担
当

者
か
ら
有
料
広
告
掲
載
の
ご
案
内

と
広
告
案
の
ご
提
案
に
つ
い
て
市

内
の
商
店
、
事
業
所
へ
５
月
上
旬

ま
で
に
電
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

く
ら
し
の
便
利
帳
な
ど
の
発
行

経
費
は
広
告
収
入
で
賄
わ
れ
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
部
企
画
政

策
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

※
広
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
東
北

営
業
本
部

０
１
２
０
―
５
７
５
３
０
３

（
通
話
料
無
料
、
平
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
ま
で
）

　

市
で
は
保
育
所
で
勤
務
す
る
保

育
士
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
す
る

指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
待
遇
は
非
常
勤
職
員
で
、

勤
務
は
週
５
日
、
１
日
５
時
間

45
分
勤
務
で
す
。
報
酬
月
額
は

14
万
９
千
円
で
す
が
、
実
務
経
験

年
数
に
よ
り
増
額
さ
れ
、
通
勤
手

ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
事
院
東
北
事

務
局
第
二
課（
試
験
係
）

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm❶
昭
和
61
年
４
月

２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
❷
平
成
７
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
次
に
掲
げ
る
人
⑴
大

学
を
卒
業
し
た
か
、
平
成
29
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
人
⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る

人
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人
。

▼
労
働
基
準

監
督
Ａ（
法
文
系
）＝
約
１
６
０
人

▼
労
働
基
準
監
督
Ｂ（
理
工
系
）＝

約
40
人

平
成
28
年
４
月
１
日

（
金
）〜
４
月
13
日（
水
）（
受
信
有

効
）

http://w
w
w
.

jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が

で
き
な
い
場
合
は
、
４
月
１
〜
４

日（
通
信
日
付
印
有
効
）の
期
間
に

限
り
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る

申
し
込
み
が
可
能
で
す
。
受
験
案

内
は
、
人
事
院
東
北
事
務
局
、
労

働
局
、
労
働
基
準
監
督
署
で
交
付

し
ま
す
。

５
月
29
日（
日
）

宮
城
労
働
局
総

務
部
総
務
課（
人
事
係
）

☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
３
３

❶
昭
和
61
年
４
月

２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
❷
平
成
７
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
次
に
掲
げ
る
人
⑴
大

学
を
卒
業
し
た
か
、
平
成
29
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
人
⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る

人
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人
。

▼
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
平
成
28
年
４
月
１

日（
金
）〜
４
月
13
日（
水
）
▼
郵

送
ま
た
は
持
参
＝
４
月
１
日（
金
）

〜
４
月
４
日（
月
）

受
験
申

し
込
み
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト（http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

）で
の
申
し
込

み
と
し
ま
す
。
郵
送
ま
た
は
持
参

用
受
験
申
込
書
の
請
求
は
、
最
寄

り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務

局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
29
日（
日
）

仙
台
国
税
局
人

事
第
二
課（
試
験
研
修
係
）

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８
月

を「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」と
し
て
、

道
路
の
愛
護
活
動
や
道
路
の
正
し

い
利
用
の
啓
発
な
ど
各
種
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の一
環
と
し

て
、
平
成
28
年
度「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」推
進
標
語
を
広
く
一般
か
ら

募
集
し
ま
す
。

道
路
は
、
生
活

向
上
と
経
済
発
展
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り

あ
な
た
の
財
産
で
す
。
み
ん
な
が

道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常

に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共

に
楽
し
く
利
用
し
、
次
世
代
に
受

け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

小
学
生
以
上

平
成
28
年
３
月
31

日（
木
）（
当
日
必
着
）小

学
生
の
部
、

　

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
◉

☎
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◆
定
額
＝
１
万
６
２
６
０
円

◆
定
額
＋
付
加
保
険
料
＝
１
万
６

６
６
０
円

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

う
ち
、
現
金
で
納
付
し
て
い
る
人

に
は
、
４
月
に
国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
書
と
年
間
の
納
付
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
各
月
の
保
険
料

は
納
付
期
限（
翌
月
末
日
）ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

※
一
部
免
除
に
該
当
し
て
い
る
人

は
承
認
期
間
が
６
月
ま
で
な
の

で
、
４
月
に
４
〜
６
月
分
の
納
付

書
、
７
月
に
７
月
以
降
の
定
額
の

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

市
民
生
活
部
国

保
年
金
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

㊎

㊎

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

㊎

㊍

◉
➊ ➋

　　　　➌ ➍

➍ ☎

㊏

㊍

◉

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

中
学
生
の
部
、
一
般
の
部（
高
校

生
以
上
）
／
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞

１
作
品
、
優
秀
賞
２
作
品

は
が
き
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
に
、
標
語
と
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
応
募
部
門
を
明
記

し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
１
人
何

作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
小
中
学
校
単
位
で
応
募
す
る
場

合
は
、作
品
を
取
り
ま
と
め
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の
著
作
権
は

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

〒
１
０
０
―
８
９
１
８　

東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
１
―
３

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通
管

理
課（
標
語
担
当
）

☎
０
３（
５
２
５
３
）８
１
１
１

死fureaigekkan-h2x5@
m
lit.

go.jp

平
成
28
年
４
月
６
日

（
水
）、
13
日（
水
）、
20
日（
水
）

／
い
ず
れ
も
午
後
６
時
開
始

㈱
東
日
本
開
発（
栗
原
市

若
柳
字
川
南
地
内
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。】

親
子
で
手
を
取
り
合
い
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。
初

心
者
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
始
め
ら
れ
ま
す
。

室
内
シ
ュ
ー
ズ

】
１
家
族
１
回
５
０
０

円（
１
回
だ
け
で
も
可
）

社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会（
鈴
木
）

☎
０
８
０（
１
６
７
２
）８
４
８
５

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
２
０
１
６
年
度
春

の
募
集
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
募
集
に
併
せ
て
体
験
談

＆
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
４
月
１

日（
金
）〜
５
月
９
日（
月
）

日
本
国
籍
を
持
つ
次
の

人▼
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
20
〜
39
歳

▼
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝

40
〜
69
歳

所
定
の
応
募
書
類

（
健
康
診
断
書
な
ど
）を
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
規
定
に
基
づ
き
、往
復
旅
費
、

現
地
生
活
費
、
国
内
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す
。

事
業
概
要

説
明
や
体
験
談
発
表
、応
募
相
談
、

質
疑
応
答
な
ど
を
行
い
ま
す
。
予

約
不
要
、
入
場
無
料
で
す（
入
退

場
自
由
）。

４
月
２
日（
土
）、

４
月
14
日（
木
）、４
月
20
日（
水
）

／
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か
ら
９
時

Ａ
Ｅ
Ｒ（
ア
エ
ル
）６
階

「
ネ
！
ッ
ト
Ｕ
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」

（
仙
台
駅
か
ら
徒
歩
２
分
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
担
当
）

☎
０
２
２（
２
２
３
）４
７
７
２

死jicathic-jv@
jica.go.jp

　

少
子
化
対
策
と
し
て
出
生
率
の

向
上
を
図
る
た
め
、
第
３
子
以
降

の
お
子
さ
ん
の
誕
生
を
祝
い
、
健

全
な
発
育
と
福
祉
の
増
進
を
目
的

に「
誕
生
祝
金
」を
支
給
し
ま
す
。

第
３
子
以

降
に
出
生
し
た
子
ど
も
１
人
に
つ

き
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
出

生
し
、
出
生
し
た
日
か
ら
市
内
に

住
所
を
有
す
る
子
。対

象
児
の
出
生

日
の
３
カ
月
以
上
前
か
ら
引
き
続

き
市
内
に
住
所
を
有
し
、
対
象
児

を
養
育
す
る
父
母
な
ど
。

総
合
支
所
市
民
課

窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
き
、後
日
指
定
さ
れ
た
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

福
祉
事
務
所
子

育
て
支
援
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
子
育
て
家
庭
に
お

け
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
満
１
歳
未
満
の
乳
児
を
抱
え

る
家
族
に
対
し
、
子
育
て
用
品
支

給
券
を
交
付
し
、
紙
お
む
つ
な
ど

の
子
育
て
用
品
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、
子

育
て
用
品
の
支
給
品
目
を
こ
れ
ま

で
の
11
品
目
か
ら
16
品
目
に
拡
充

し
ま
す
。

ベ
ビ
ー
沐
浴
剤
、

哺
乳
瓶
、
哺
乳
瓶
用
乳
首
、
哺
乳

瓶
用
消
毒
液
、
歯
ブ
ラ
シ（
な
ら

し
・
０
歳
児
用
）

福
祉
事
務
所
子

育
て
支
援
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

登
米
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
子
育
て

の
手
助
け
を
受
け
た
い
人（
利
用

会
員
）と
子
育
て
を
お
手
伝
い
し

た
い
人（
協
力
会
員
）が
そ
れ
ぞ
れ

会
員
登
録
し
、
生
後
お
お
む
ね
２

カ
月
か
ら
小
学
生
の
お
子
さ
ん
を

対
象
と
し
て
、
お
子
さ
ん
の
預
か

り
や
送
迎
の
支
援
活
動
を
有
料
で

行
う
事
業
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
事
業
内
容

を
拡
大
し
、
預
か
り
や
送
迎
な
ど

に
加
え
産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
利
用
し
た
い
人
や
協

力
し
た
い
人
は
、
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
産
予
定
日
の
お

お
む
ね
１
カ
月
前
か
ら
出
産
後
３

カ
月
ま
で
の
妊
産
婦
を
対
象
と
し

て
、家
事
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

❶
月
〜
金
／
午
前
７
時
〜
午
後
７

時
／
１
時
間
６
０
０
円（
以
降
30

分
ご
と
に
３
０
０
円
）

❷
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

お
よ
び
❶
の
時
間
外
／
１
時
間

７
０
０
円（
以
降
30
分
ご
と
に

３
５
０
円
）

登
米
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

務
局（
南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

　

中
田
児
童
館
の
増
築
に
伴
い
、

中
田
町
上
沼
地
区
に
設
置
し
て
い

る
中
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、平
成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ
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（平成28年２月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,553 10,249 10,899 21,148 （14）

登米 1,799 2,383 2,600 4,983 （▲4）

東和 2,426 3,319 3,440 6,759 （▲17）

中田 4,951 7,720 8,196 15,916 （0）

豊里 2,142 3,360 3,424 6,784 （▲2）

米山 2,852 4,686 4,925 9,611 （▲8）

石越 1,602 2,542 2,618 5,160 （▲5）

南方 2,625 4,274 4,520 8,794 （▲25）

津山 1,201 1,702 1,849 3,551 （▲8）

合計 27,151 40,235 42,471 82,706 （▲55）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○県内で車と歩行者の交通死亡事故が連続発生していま
す。夜間の発生が多く、９割が夜間に発生。夜間の死傷者
の反射材着用率は１～２㌫で極めて低いです。
　夜間外出する際は、反射材やＬＥＤ交通安全ライトを使
用しましょう。

（平成28年２月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H28 H27 増減数

人身事故
発生件数 39件 42件 ▲３件

死者数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 51人 66人 ▲15人

物損事故
発生件数 291件 271件 20件

※平成28年１月からの延べ件数

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 曇り
消防署北出張所（石越） 0.06 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 曇り
消防署津山出張所 0.05 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.06 雨
消防署西出張所（南方） 0.05 曇り

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

て
閉
所
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
中
田
児
童
館
で
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
い

ま
す
の
で
、中
田
児
童
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

中
田
児
童
館（
加

賀
野
小
学
校
前
）／
中
田
町
石
森

字
加
賀
野
一
丁
目
17
―
３

※
新
し
い
場
所
で
の
開
設
準
備
の

た
め
、
臨
時
に
閉
所
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

中
田
児
童
館

☎
０
２
２
０（
３
５
）２
５
２
５

　

平
成
28
年
度
固
定
資
産
価
格
等

縦
覧
帳
簿
が
次
の
通
り
縦
覧
で
き

ま
す
。縦
覧
制
度
は
、自
分
の
固
定

資
産
の
価
格
が
適
性
か
判
断
す
る

た
め
に
、土
地
ま
た
は
家
屋
の
価

格
を
縦
覧
帳
簿
で
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。平

成
28
年
４
月
１
日（
金
）

〜
５
月
31
日（
火
）

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分各

総
合
支
所
市
民
課

固
定
資
産
税

（
土
地
、
家
屋
）
納
税
者

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

総
務
部
税
務
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

改
正
行
政
不
服
審
査
法（
平
成

26
年
法
律
第
68
号
）が
公
布
さ
れ
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。よ
り
国
民
の
権
利
利
益

の
救
済
を
目
的
と
し
た
今
回
の
改

正
点
は
次
の
通
り
で
す
。

従
来

の
不
服
申
し
立
て
の
期
間
は
60
日

で
し
た
が
、３
カ
月
に
延
長
に
な

り
ま
す
。

行
政
処
分
に

関
す
る
手
続
き
に
関
与
し
て
い
な

い
職
員
の
中
か
ら「
審
理
員
」が
選

ば
れ
、中
立
的
な
立
場
で
事
実
関

係
な
ど
争
点
を
整
理
し
た
も
の
を

審
理
員
意
見
書
と
し
て
作
成
し
ま

す
。

情
報
開

示
請
求
な
ど
に
お
け
る「
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」と

同
様
の
外
部
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し

て「
行
政
不
服
審
査
会
」が
新
た
に

設
け
ら
れ
、審
査
請
求
の
あ
っ
た

行
政
処
分
な
ど
の
妥
当
性
に
つ
い

て
審
理
員
意
見
書
を
参
考
に
審
査

し
、市
長
に
答
申
す
る
仕
組
み
が

加
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
答
申
を
受

け
て
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が

行
わ
れ
ま
す
。

登
米
市
の
よ
う

な
地
方
自
治
体
の
場
合
は
、審
査

請
求
先
の
ほ
と
ん
ど
が
市
長
宛
て

（
通
知
書
な
ど
の
発
行
部
署
）に
な

り
ま
す
が
、場
合
に
よ
っ
て
は
県

知
事
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、決

定
通
知
書
下
欄
の
注
意
書
き
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

総
務
部
総
務
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

登
米
市
登
米
町「
み
や
ぎ
の
明

治
村
」周
辺
の
景
観
保
全
や
、統
一

さ
れ
た
街
な
み
形
成
を
進
め
る
た

め
の
支
援
策
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
街
な
み
景
観
整
備
事
業
の
対

象
区
域
を
見
直
す
と
と
も
に
、対

象
事
業
や
補
助
金
額
を
拡
充
し
ま

す
。詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

　

本
年
度
策
定
し
た「
第
二
次
登

米
市
総
合
計
画
」の
重
点
戦
略
を

推
進
す
る
組
織
体
制
と
す
る
た

め
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
行

政
組
織
の
一
部
を
改
編
し
ま
す
。

　

本
庁
の
主
な
改
編
内
容
は
、
移

住
・
定
住
施
策
を
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
か
ら
一
体
的
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
を
組
織

内
で
連
携
し
て
取
り
組
む
体
制
と

し
ま
す
。
ま
た
、
第
二
次
産
業
の

育
成
・
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
市
街
地
の
土
地
・
住
宅
利
用

な
ど
を
計
画
的
に
推
進
す
る
体
制

と
し
ま
す
。

　

産
業
経
済
部
と
建
設
部
に
係
る

総
合
支
所
業
務
の
う
ち
、
集
約
可

能
な
業
務
を
整
理
し
、
本
庁
業
務

と
し
て
行
う
体
制
と
し
業
務
の
効

率
化
を
進
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

を
除
い
た
農
林
・
商
工
に
関
す
る

業
務
を
産
業
経
済
部
へ
集
約
し
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
の
対
応
や
除

雪
な
ど
を
除
い
た
、
道
路
・
河
川
・

市
営
住
宅
の
維
持
に
関
す
る
業
務

を
建
設
部
に
集
約
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
本
庁
に
集
約
す

る
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る

た
め
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
３

カ
月
間
、
支
所
で
の
受
け
付
け
も

引
き
続
き
行
う
こ
と
に
し
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
右
記
以
外
の
窓
口
業
務

や
健
康
相
談
な
ど
は
引
き
続
き
総

合
支
所
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

○
組
織
改
編

総
務
部
人
事
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

○
産
業
経
済
部
集
約
業
務

産
業
経
済
部
農
林
政
策
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

○
建
設
部
集
約
業
務

建
設
部
土
木
管
理
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

市
で
は
、
住
宅
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
新
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
設
置
す
る
人
に
、
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

❶
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
事
業

❷
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

池
設
置
事
業

❸
木
質
バ
イ
オ
マ
ス（
ペ
レ
ッ
ト
、

ま
き
）暖
房
機
器
設
置
事
業

▼
市
内
に
住
所
を
有

す
る（
予
定
を
含
む
）個
人
で
、
補

助
対
象
機
器
を
設
置
す
る
建
物
を

住
宅
と
し
て
使
用
す
る
人
▼
交
付

決
定
日
以
降
に
補
助
対
象
機
器
の

設
置
を
行
う
人
ま
た
は
引
き
渡
し

を
受
け
る
人
▼
全
て
の
市
税
に
滞

納
が
な
い
人
▼
当
該
補
助
金
の
交

付
を
こ
れ
ま
で
に
受
け
て
い
な
い

人❶
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
、架
台
、

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
そ

の
他
附
属
機
器
、
設
置
工
事
に
係

る
費
用
な
ど

　

年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
で
す
。前

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
28
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午
後
１

時
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

平
成
28
年
４
月
２
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

迫
公
民
館

土
地
の
境
界
や
面

積
、
建
物
を
建
築
・
増
改
築
し
た

後
の
登
記
手
続
き
な
ど

宮
城
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
登
米

支
部
長（
千
葉
三さ
ぶ

郎ろ
う

）

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
０
３
２

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

平
成
28
年
４
月
１
日（
金
）

〜
５
月
22
日（
日
）午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分登米

市
髙
倉
勝
子
美
術
館

大
人
２
０
０
円
、高
校
生

１
５
０
円
、小
中
学
生
１
０
０
円

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ

る
彩
り
豊
か
な
花
々
と
音
色
を
奏

で
る
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

登
米
市
髙
倉
勝

子
美
術
館「
桜
小
路
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

平
成
28
年
３
月
23
日（
水
）

午
後
０
時
20
〜
40
分

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階

ホ
ー
ル
）子

育
て
応
援
バ
ン
ド「
ひ

だ
ま
り
」の
演
奏
、
マ
マ
の
合
唱
、

親
子
ダ
ン
ス
な
ど

】
０
〜
４
歳
く
ら
い
の

幼
児
と
親

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す

く
す
く
保
育
研
究
所（
堀ほ
っ
た田
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）６
６
７
７

❷
お
よ
び
❸
機
器
の
購
入
・
据
え

付
け
に
関
す
る
費
用

❶
２
万
円
×
太
陽
電
池
公
称
最
大

出
力（
上
限
８
万
円
）

❷
２
万
円
×
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
の

容
量（
上
限
８
万
円
）

❸
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

環
境
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
を
添
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
す
る
前
に
市
の
補
助
金
交

付
要
綱
お
よ
び
手
引
き
で
、
補
助

要
件
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
４
月
１

日（
金
）〜 

平
成
29
年
３
月
10
日

（
金
）（
必
着
）

※
申
請
額
の
総
額
が
予
算
額
に
達

し
た
場
合
は
、
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す
。

〒
９
８
７
―
０
４
４
６　

登
米
市

南
方
町
新
高
石
浦
１
３
０

市
民
生
活
部
環
境
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で



　
　

第
59
回
全
日
本
大
学

　
　

空
手
道
選
手
権
大
会（
団
体
）優
勝

　
　

近
畿
大
学
４
年

Zoom Up Tome 2016
Athlete

試
合
終
了
の
瞬
間
、工
藤
は
叫
び
な
が

ら
拳
を
突
き
上
げ
、あ
ふ
れ
る
涙
を

拭
っ
た
。コ
ー
ト
の
外
で
は
、仲
間
が
飛
び

上
が
り
、
喜
び
を
爆
発
さ
せ
た
。

　
「
気
づ
い
た
ら
優
勝
し
て
、気
づ
い
た
ら

泣
い
て
い
て
、気
づ
い
た
ら
監
督
を
胴
上

げ
し
て
い
た
。試
合
後
、ビ
デ
オ
で
自
分
の

行
動
を
見
て
驚
い
た
」と
、優
勝
後
の
出
来

事
を
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
第
59
回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権

大
会（
以
下
、イ
ン
カ
レ
）」は
11
月
23
日
、

大
阪
市
港
区
の
大
阪
市
中
央
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、近
畿
大
が
京
産
大
を
破
り
、３
年

連
続
15
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

今
大
会
、最
大
の
山
場
は
準
決
勝
国
士

舘
大
戦
。こ
れ
ま
で
と
打
っ
て
変
わ
り
、

土
俵
際
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

　

近
大
は
、葭よ

し

矢や

、日
本
代
表
に
選
ば
れ
て

い
る
工
藤
と
西
村
の
３
本
柱
が
勝
ち
星
を

上
げ
リ
ズ
ム
を
作
る
。こ
れ
ま
で
、１
人
も

勝
ち
星
を
上
げ
ら
れ
な
い
試
合
は
な
か
っ

た
。し
か
し
、先
鋒
葭
矢
が
引
き
分
け
、次

峰
山
城
は
大
差
を
つ
け
勝
利
す
る
も
、中

堅
西
村
が
ま
さ
か
の
敗
戦
。１
勝
１
分
け

１
敗
で
出
番
が
回
っ
て
き
た
。常
に
は
、大

将
で
登
場
す
る
工
藤
。し
か
し「
決
勝
に
向

け
て
体
を
動
か
し
て
こ
い
」と
監
督
の
指

示
に
よ
り
副
将
で
出
場
し
た
。い
つ
も
と

違
う
順
番
、柱
２
人
の
負
け
越
し
に
、ら
し

く
な
い
試
合
展
開
を
見
せ
る
。

い
つ
も
な
ら
ば
、勝
っ
て
試
合
を
決
め

る
だ
け
。今
回
は
後
ろ
に
も
う
１
人

控
え
て
い
る
。無
理
は
せ
ず
、大
将
勝
負
で

よ
い
の
で
は
。そ
ん
な
考
え
が
頭
を
よ
ぎ

り
、引
き
分
け
に
終
わ
る
。１
勝
２
分
け
１

敗
の
五
分
の
星
で
、大
将
船
橋
に
命
運
を

委
ね
た
。船
橋
も
全
国
優
勝
の
経
験
が
あ

る
実
力
者
。負
け
る
こ
と
は
考
え
づ
ら
い
。

し
か
し
、そ
こ
に
落
と
し
穴
が
。

　

常
に
先
攻
を
許
し
て
し
ま
い
、２
―
３

と
リ
ー
ド
さ
れ
た
ま
ま
、試
合
時
間
は
残

り
３
秒
に
。誰
も
が
国
士
舘
大
の
勝
利
を

確
信
し
た
瞬
間
、船
橋
の
突
き
が
決
ま
り
、

３
―
３
の
同
点
に
追
い
つ
く
。試
合
は
そ

の
ま
ま
終
わ
り
、辛
く
も
内
容
差（
ポ
イ
ン

ト
数
が
多
い
）で
の
勝
利
。チ
ー
ム
に
笑
顔

は
な
か
っ
た
。

　
「
全
員
が
重
圧
を
感
じ
、い
つ
も
通
り
に

動
け
な
く
な
っ
て
い
た
。こ
の
ま
ま
で
は

優
勝
で
き
な
い
」と
工
藤
は
、女
子
メ
ン

バ
ー
も
含
め
全
部
員
を
招
集
。ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
き「
何
の
た
め
の
苦
し
い
練
習

だ
っ
た
ん
だ
」と
、部
員
と
自
身
に
げ
き
を

飛
ば
し
た
。

決
勝
戦
、メ
ン
バ
ー
の
表
情
は
見
違
え

る
ほ
ど
気
力
に
満
ち
て
い
た
。５
分

の
星
で
迎
え
た
大
将
戦
、負
け
れ
ば
優
勝

を
逃
す
大
一
番
も
、気
迫
の
突
き
で
日
本

代
表
の
大
西
を
倒
し
、創
部
70
周
年
、３
度

目
の
３
連
覇
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

創
部
70
周
年
の
節
目
、求
め
ら
れ
る
結

果
は
最
低
で
も
優
勝
、最
高
で
も
優
勝
。

「
本
当
に
き
つ
い
１
年
だ
っ
た
。節
目
の
優

勝
は
使
命
。周
囲
の
期
待
は
非
常
に
大
き

く
、
目
の
前
の
敵
だ
け
で
は
な
く
、見
え

な
い
重
圧
と
も
戦
っ
て
き
た
。主
将
と
し

て
、部
員
の
前
で
絶
対
に
弱
音
は
吐
け
な

い
。こ
の
結
果
は
う
れ
し
さ
半
分
、ほ
っ
と

し
た
の
が
半
分
」と
、自
身
を
楽
天
的
で

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
て
い
る
と
評
す
る
工

藤
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
言
葉
だ
。そ

れ
だ
け
、こ
の
イ
ン
カ
レ
に
駆
け
る
思
い

は
強
か
っ
た
。

　
「
こ
れ
で
、お
世
話
に
な
っ
た
監
督
や

コ
ー
チ
、Ｏ
Ｂ
な
ど
の
関
係
者
、家
族
や
和

道
会
の
皆
さ
ん
に
少
し
は
恩
返
し
が
で
き

た
と
思
う
」と
、工
藤
は
照
れ
く
さ
そ
う
に

感
謝
の
気
持
ち
を
口
に
す
る
。

　

小
２
で
空
手
を
始
め
、
す
ぐ
に
そ
の
と

り
こ
に
な
っ
た
。「
練
習
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

強
く
な
っ
て
い
く
。ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
空
手
と
の
出
会

い
を
振
り
返
る
。

　

小
中
学
校
時
代
は
、東
北
で
無
敵
を

誇
っ
た
。し
か
し
、全
中
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
の
個
人
戦
で
は
結
果
が
残
せ
ず
、高
校

で
は
８
強
が
最
高
の
成
績
だ
。日
本
一
を

目
指
し
、大
学
最
強
の
近
大
を
選
択
。「
近

大
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。強
く
て
立

ち
居
振
る
舞
い
も
か
っ
こ
い
い
。ど
ん
な

に
厳
し
い
練
習
で
も
つ
い
て
行
く
と
覚
悟

を
決
め
て
い
た
」。

　

１
日
、２
部
、３
部
の
練
習
は
当
た
り

前
、空
手
道
部
は
寮
生
活
の
た
め
、息
を
抜

く
暇
は
な
い
。大
３
の
時
に
は
、日
本
代
表

合
宿
中
に
烏う

口こ
う

鎖
骨
靭
帯
を
完
全
断
裂
。

現
在
も
靭
帯
は
切
れ
た
ま
ま
。困
難
も
け

が
も
全
て
、絶
対
日
本
一
に
な
る
と
い
う

強
い
気
持
ち
で
乗
り
越
え
て
き
た
。「
練
習

も
け
が
も
な
ん
と
か
な
る
っ
て
思
っ
て
い

た
ら
な
ん
と
か
な
っ
た
」と
人
前
で
苦
労

は
絶
対
に
見
せ
な
い
。

大
学
卒
業
後
の
目
標
を
聞
い
た
。「
４

年
後
の
東
京
五
輪
を
目
指
す
」

　

現
在
空
手
は
、東
京
五
輪
の
追
加
種
目

最
終
候
補
に
残
っ
て
い
る
。世
界
で
の
競

技
人
口
も
多
く
、正
式
種
目
に
な
る
確
率

は
非
常
に
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

４
年
後
は
26
歳
。選
手
と
し
て
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
。こ
の
最
初
で
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
に
全
て
を
か
け
る
。

　

工
藤
は
、マ
イ
ナ
ス
84
㌔
級
で
日
本
代

表
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。こ
の
階
級
に
は
、

現
在
全
日
本
２
連
覇
、先
日
開
催
さ
れ
た

ア
ジ
ア
大
会
で
優
勝
し
た
、空
手
界
の
絶

対
エ
ー
ス
荒あ

ら

賀が

龍り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

が
い
る
。「
彼
は

空
手
家
の
憧
れ
。国
内
だ
け
で
は
な
く
、世

界
で
も
人
気
が
あ
る
。自
分
も
そ
の
一
人

だ
っ
た
」と
語
る
。代
表
入
り
当
初
は「
練

習
を
教
え
て
ほ
し
い
」と
思
い
、実
際
教
え

を
受
け
た
。し
か
し
、近
年
そ
の
気
持
ち
に

変
化
が
。

　
「
荒
賀
さ
ん
か
ら
１
ポ
イ
ン
ト
取
っ
て

本
気
を
出
さ
せ
た
い
」。「
憧
れ
の
ま
ま
で

は
先
が
な
い
。五
輪
代
表
は
狭
き
門
。そ
こ

を
目
指
す
に
は
、ど
ん
な
相
手
で
も
倒
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
の
自
分
に
は
、荒

賀
さ
ん
は
憧
れ
で
は
な
く
ラ
イ
バ
ル
」と

き
っ
ぱ
り
。

工
藤
は「
今
の
ま
ま
で
は
世
界
で
勝
て

な
い
。こ
れ
ま
で
の
型
を
捨
て
て
、

世
界
仕
様
に
自
分
を
変
え
て
い
く
」と
徹

底
的
に
空
手
と
向
き
合
う
覚
悟
だ
。

　

常
に「
何
と
か
な
る
。ど
う
に
か
な
る
」

と
考
え
る
工
藤
。性
格
は
そ
う
か
も
し
れ

な
い
。し
か
し
、行
動
を
起
こ
し
た
と
き
は

「
何
と
か
す
る
。ど
う
に
か
す
る
」で
結
果

を
出
し
て
き
た
。４
年
後
、「
何
と
か
な
り

ま
し
た
」と
、笑
顔
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
る
工
藤
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
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（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

　「受賞はうれしいが、正直自分はまだまだ。技
術の向上はもちろん、後輩の育成などすべきこと
はたくさんある」と謙虚に話す佐藤さん。
　長年にわたり同一職業に従事し、卓越した技能
で業界の振興に寄与した人を表彰する「2015年
度県卓越技能者（宮城の名工）」に選ばれました。
　24歳でヤマカノ醸造に入社。入社後は小野寺
裕
ゆう

さん（2006年「現代の名工」・厚生労働大臣表
彰を受賞）指導の下、みそ造りの奥深さに引き込
まれ技術を習得。「みそ造りは微生物という“生き
もの”を扱う繊細な仕事。気候や原料の品質など、
仕込みの条件は毎日変わる中、安定して上質なみ
そ製造が求められる。今はデータで管理している
が、いまだ試行錯誤の日々」と話します。
　佐藤さんは「1級みそ技能士」の資格を持ち、

小学校などで出前講座の講師も務めます。「食生
活の変化などで、毎朝みそ汁を飲む人は少なく
なっている。みそは日本食の万能調味料。発酵食
品には高い栄養価などがあり、その良さをもっと
多くの人に知ってもらいたい」とみその普及にも
力を入れています。
　仙台味噌は、うまみが濃厚で、長期熟成によっ
て作られる香りが特徴。ヤマカノ醸造は、色・香り・
味など優秀なものに賞が贈られる『本場仙台味噌
醤油鑑評会』で 2010 年から史上初めて 5年連
続１位を獲得しました。「受賞は作り手の励みに
なる」と笑顔で話す佐藤さん。
　今後の目標は「日本一のみそをつくること。県
ではなく全国で 1番になる」。卓越した技術とみ
そに傾ける熱い気持ちで常に高みを目指します。

▼
広
報
と
め
が
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
取
材
に
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
、
印

刷
屋
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の

人
た
ち
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
毎
月
必
要
と

さ
れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

（
及
川
）

▼
暖
か
な
日
差
し
と
風
の
ぬ
く

も
り
、
春
の
足
音
が
聞
こ
え
始

め
ま
し
た
。
３
、４
月
は
卒
業

や
入
学
、
転
勤
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
出
会
い
と
別
れ
が
待
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
取
材
な
ど
で

日
々
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ

り
ま
す
。
今
後
も「
一
期
一
会
」

の
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
佐
藤
）

▼
３
月
５
日
、
登
米
祝
祭
劇

場
で
開
催
さ
れ
た「
夢
フ
ェ
ス

タ
水
の
里
」の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
題
材
は

「
登と
よ
ま米
の
秋
ま
つ
り
」。
３
４
０

年
続
く
伝
統
の
祭
り
で
、
宮
城

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
演
者
の

演
技
や
会
場
全
体
を
使
っ
た
演

出
に
感
動
し
ま
し
た
。
次
の
舞

台
も
楽
し
み
で
す
ね
。（
田
代
）

Profi le
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